












































目されるようになったのである。イギリス産業考古学協会（AIA＝Association for Industrial Archaeology）は、
1964年に先行して機関誌『産業考古学レヴュー』刊行を開始、1976年に正式に創立した。
　TICCIH の前身は、創設したばかりの「アイアンブリッジ峡谷博物館」初代館長（1971～83） N・コソンズ（Neil 
Cossons, Sir 1939～）と学芸員（のち同館副館長・館長）S・スミス（Stuart B. Smith, 1944～2014）が中心となって
Fig. 2　アイアンブリッジ峡谷（世界初の鋳鉄橋、1986年世界遺産リスト登録）
出所： 石田正治「海外産業博物館 NO. 1 アイアンブリッジ峡谷博物館」
　　　 http://www.tcp-ip.or.jp/~ishida96/museum/95eu-01_Iron_Bridge.htm（2016.09.19. 検索）
　　　 Ironbridge Gorge Museum Trust：トラストは1968年設立、現在は1970年に併合した Coal-








呼びかけ、1973年に同館で開催された「第１回国際産業記念物保存会議（FICCIM＝The First International Confer-


















































　※1984～：USA は UNESCO を脱会：2003に復帰
・第12回 TICCIH 本会議［ロシア］で「ニジニー・タジール憲章」⑷採択
2005
・ 「世界遺産条約履行のための作業指針（Operational Guideline）」改訂（過去93, 97…）‘文化遺産’（C i～ vi）と‘自然







・第15回 TICCIH 本会議［台湾］＝アジア初の本会議（台湾は WHC 非加入）








　ICOMOS は UNESCO の「文化（財）」に関する関連組織である。JAPAN ICOMOS/INFORMATION Vol. 8, No. 9
（5 March 2012 日本イコモス国内委員会［編・刊］）において、ICOMOS については次のように説明されている：








　TICCIH と ICOMOS は1980年代後半頃から徐々に関係・連携を深化させた。その要因の一つは、ヨーロッパやア
メリカの各国 ICOMOS 国内委員会メンバーの30～50％（ハンガリーは90％）が TICCIH のメンバーでもあるところ
にあった。日本イコモス国内委員会（1972年第３回イコモス総会／ブダペスト承認、1979年発足）は、会員447名（2016
年６月現在）のうち TICCIH 個人会員はわずか５名に過ぎない。
　ICOMOS・TICCIH 双方の調整・仲介に大きな役割を果たしたのは D・ブンバル（Dinu Bumbaru, ICOMOS Can-











ばから TICCIH と ICOMOS は連携を強化していた。とくに ICOMOS 会員に産業遺産・産業技術の専門家がほとん
どいなかったこと、「産業文化」という概念が広く浸透し始めたこと（文化概念の外延拡大）、TICCIH 会員の多くが
ICOMOS 会員でもあったこと、などが作用して「ICOMOS・TICCIH 共同協定」（Fig. 3）調印となったのである。
　産業文化・産業遺産を調査・研究・保存・（再）利活用していくことに携わっている人びとの勢力拡大（とくに文







番号 登録年 遺　　産　　名 所属国名（略称） 登録基準 登録要件（タイプ）／備考
C-1 1978 ヴィエリチカ岩塩坑 ポーランド iv 歴史的塩坑（中世から現代）
C-2 1980 レーロースの旧鉱山町 ノルウェー iii, iv, v 銅鉱山町
C-3 1982 アルケ・セナンの王立製塩所 フランス i, ii, iv 王立専売会社の建築物
C-4 1986 アイアンブリッジ峡谷 英国 i, ii, iv, vi 歴史的産業景観
C-5 1987 ポトシ市街 ボリビア ii, iv, vi 鉱山業のセンター
C-6 1988 古都グアナファトと近隣の鉱山群 メキシコ i, ii, iv, vi 鉱業センターと鉱山
C-7 1992 ランメルスベルク鉱山と古都ゴスラー ドイツ i, iv 鉱業センターと鉱山




スロバキア iv, v 鉱業センターと鉱山
C-10 1993 エンゲルスバーリの製鉄所 スウェーデン iv 17世紀の製鉄
C-11 1994 フェルクリンゲン製鉄所 ドイツ ii, iv 19～20世紀の製鉄所
C-12 1995 クレスピ・ダッダ イタリア iv, v 19世紀の繊維都市
C-13 1995 クトナー・ホラ歴史都市 チェコ ii, iv 歴史的鉱山都市
C-14 1996 ミディ運河 フランス i, ii, iv, vi 17世紀運河システム


















C-17 1997 キンデルダイク・エルスハウトの風車群 オランダ i, ii, iv 歴史的排水・灌水システム
C-18 1997 ラス・メドゥラス スペイン i, ii, iii, iv 古代ローマ金鉱山地域




ベルギー iii, iv 蒸気力による４つの閘門
C-21 1998 D.F. ウォーダ蒸気水揚げポンプ場 オランダ i, ii, iv 大規模蒸気ポンプ場
出所： Henry Cleere, ’Putting industry on the World Heritage List’, in “TICCIH bulletin” No. 6, Autumn/1999, p. 3（種田訳＋補遺：番号／ C-1～21と
登録基準を加記）
Fig. 4-2　世界遺産のなかの産業遺産（（1）の補遺）2000年８月現在（2003/Mar. 種田作成）
番号 登録年 遺　　産　　名 所属国名（略称） 登録基準 登録要件（タイプ）／備考
+1 1985 ポン・デュ・ガール フランス i, iii, iv 古代ローマの水利技術
+2 1985 セゴビア旧市街と水道橋 スペイン i, iii, iv ゴシック建築とローマ水道
+3 1995 コルディリェーラの棚田群 フィリッピン iii, iv, v 山岳地帯の農業と景観
+4 1995 スホクランドとその周辺 オランダ iii, v 20世紀初めの大堤防
+5 1996 ヴァイマールとデッサウのバウハウスとその関連遺産群 ドイツ ii, iv, vi 20世紀モダンデザイン
+6 1996 アムステルダムの防衛線 オランダ ii, iv, v 19／20世紀転換期の水利技術
+7 1998 リヨンの歴史地区 フランス ii, iv 中世からの繊維産業都市










番号 遺　　産　　名 国　　名 地　域 登録年 種　類
S-1 ヴィエリチカ岩塩坑 ポーランド共和国 ヨーロッパ 1978 製塩
S-2 レーロース鉱山都市 ノルウェー王国 ヨーロッパ 1980 鉱業
S-3 古都オウロ・ブレト ブラジル連邦共和国 中南米 1980 鉱業
S-4 アルケ・スナンの王立製塩所 フランス共和国 ヨーロッパ 1982 製塩
S-5 セゴビア旧市街とローマ水道橋 スペイン ヨーロッパ 1985 水利施設
S-6 ポン・デュ・ガール（ローマの水道橋） フランス共和国 ヨーロッパ 1985 水利施設
S-7 アイアンブリッジ峡谷 英国 ヨーロッパ 1986 製鉄
S-8 ポトシ市街 ボリビア共和国 中南米 1987 鉱業
S-9 古都グアナフアトとその銀鉱群 メキシコ合衆国 中南米 1988 鉱業
S-10 ランメルスベルク鉱山と古都ゴスラー ドイツ連邦共和国 ヨーロッパ 1992 鉱業
S-11 エンゲルスベリの製鉄所 スウェーデン王国 ヨーロッパ 1993 製鉄
S-12 バンスカー・シュティアヴニツァ歴史都市と近隣の工業建築物群 スロバキア共和国 ヨーロッパ 1993 鉱業
S-13 サカテカス歴史地区 メキシコ合衆国 中南米 1993 鉱業
S-14 フェルクリンゲン製鉄所 ドイツ連邦共和国 ヨーロッパ 1994 製鉄
─ 49 ─
産業遺産、世界遺産への道
S-15 クレスピ・ダッタ イタリア共和国 ヨーロッパ 1995 紡績
S-16 ヴェルラ砕木・板紙工場 フィンランド共和国 ヨーロッパ 1996 製紙




オーストリア共和国 ヨーロッパ 1997 製塩
S-19 キンデルダイク・エルスハウトの風車群 オランダ王国 ヨーロッパ 1997 水利施設
S-20 ラス・メドゥラス スペイン ヨーロッパ 1997 鉱業
S-21 ゼメリング鉄道 オーストリア共和国 ヨーロッパ 1998 鉄道








ベルギー王国 ヨーロッパ 1998 水利施設
S-25 インドの山岳鉄道群 インド アジア 1999 鉄道
S-26 ブレナヴォン産業用地 英国 ヨーロッパ 2000 製鉄
S-27 キューバ南東部のコーヒー農園発祥地の景観 キューバ共和国 中南米 2000 食料生産
S-28 青城山と都江堰水利（灌漑）施設 中華人民共和国 アジア 2000 水利施設
S-29 スピエンヌの新石器時代の火打石の鉱山発掘地（モンス） ベルギー王国 ヨーロッパ 2000 鉱業
S-30 ダーウェント峡谷の工場群 英国 ヨーロッパ 2001 紡績
S-31 ニュー・ラナーク 英国 ヨーロッパ 2001 紡績
S-32 ソルテア 英国 ヨーロッパ 2001 紡績
S-33 ファールンの大銅山地域 スウェーデン王国 ヨーロッパ 2001 鉱業




インド アジア 2004 鉄道
S-36 リバプール ‐ 海商都市 英国 ヨーロッパ 2004 港湾
S-37 王立展示館とカールトン庭園 オーストラリア連邦 オセアニア 2004 現代建築
S-38 ヴァールベリ・ラジオ放送局 スウェーデン王国 ヨーロッパ 2004 通信
S-39 ハンバーストーンとサンタ・ラウラ硝石工場群 チリ共和国 中南米 2005 鉱業
S-40 プランタン・モレトゥスの家屋・工房・博物館複合体 ベルギー王国 ヨーロッパ 2005 印刷
S-41 コーンウォールとウェストデヴォンの鉱山景観 英国 ヨーロッパ 2006 鉱業
S-42 アフラージュ、オマーンの灌漑システム オマーン国 アジア 2006 水利施設
S-43 ビスカヤ橋 スペイン ヨーロッパ 2006 橋
S-44 シーウェル鉱山都市 チリ共和国 中南米 2006 鉱業
S-45 リュウゼツラン景観と古代テキーラ産業施設群 メキシコ合衆国 中南米 2006 食料生産
S-46 アブラヴァシ・ガート モーリシャス共和国 アフリカ 2006 移民収容施設
S-47 リドー運河 カナダ 北米 2007 運河
S-48 ラヴォー地区の葡萄畑 スイス連邦 ヨーロッパ 2007 食料生産
S-49 石見銀山遺跡とその文化的景観 日本国 アジア 2007 鉱業
S-50 ボルドー、リューヌ港 フランス共和国 ヨーロッパ 2007 港湾
※ 　ユネスコ世界遺産センターが2002年10月に発表した産業遺産リスト、及び ICOMOS が2007年６月に発表した Description of World Heritage Indus-
























































ノルウェー iii, iv, v 1644年銅鉱脈発見開発、1977年閉山。北極圏近くの僻地に
できた独特の木造鉱山町である。









フランス i, ii, iv 18世紀後半製塩所を中核に建設開始、革命で中断。工場
（1779～1895）他９棟が半円形に現存。王立製塩所にリン
クした地上の３棟（倉庫・汲揚・住居）。









ハンガリー ii, iv ペスト地区は商業が発展、シャンゼリゼ通りを模したアン
ドラーシ通りを敷設（1872）し、通りに欧州大陸初の地下
鉄（1896）を開通した。














ドイツ i, ii, iii, iv 10世紀後半から神聖ローマ帝国の重要な銀鉱山（1988年閉
山現在博物館）と近傍の帝国都市。





スロバキア iv, v 12世紀半から金銀鉱山都市。17～18世紀栄え以後衰退。鉱
山技師養成学校は全欧に知られる。
the Technical Monuments in its Vicinity（工業建築物群：日本ユネスコ協会連盟の訳）
13 エンゲルスバーリの製鉄所 スウェーデン iv 16世紀初ドイツから鍛冶職人招き開設。1681年溶鉱炉導入
し世界一の製鉄所に；1919年閉鎖。
14 1994 フェルクリンゲン製鉄所 ドイツ ii, iv 1873年開所1986年操業停止。ビスマルク鉄血政策を支え新
技術多数開発した有数の製鉄所。














フィリピン iii, iv, v 少数民族イフガオ族が2000年護ってきた標高1000～
2000m、バナウエ谷の斜面にあるライステラス。
─危機の原因は主に３つ：＊後継者不足と棚田放棄、＊畑へ転換で景観維持に影響、＊管理計画不備
18 スホクラントとその周辺 オランダ iii, v 1920～30年代島の水没を防ぐ全長30km の大堤防工事で、
広大干拓地とアイセル湖を造成。
19 1996 ミディ運河 フランス i, ii, iv, vi 当時最高の土木技術により1681年完成したガロンヌ川↔
トゥールーズ↔地中海を結ぶ運河。













オランダ i, ii, iv 南部水郷地帯（キンデルダイク）に1740年代建造の風車19
基（うち17基人が住み稼動可能）残る。



















ベルギー iii, iv 運河の一部（約７km・高低差67m）を４つの閘門（1882
～1917製）でつなぐ水力工学技術の頂点。
27 Ir. D. F. ヴァウダヘマール（D. 
F.ヴァウダ蒸気水揚げポンプ場）
オランダ i, ii, iv 建築技師ヴァウダによる排水用蒸気水揚げポンプ場
（1920）は当時世界最大最新で、現在なお稼働中。



















32 2000 ブレナヴォンの産業景観 イギリス iii, iv 南ウェールズ古代ローマ時代からの産鉄地は、18／19世紀
近隣炭鉱と共に発展世界屈指の製鉄所へ。



















キューバ iii, iv 18世紀に導入、19世紀に森林を切開いて大規模コーヒー農
園造成。初期のアフリカ奴隷農園形態残る。




ドイツ ii, iii 19世紀半ば中小炭鉱群合併で成立、20世紀初頭世界最大採
炭量、1986操業停止し史跡博物館。
39 ファルンの大銅山鉱業地域 スウェーデン ii, iii, v 採掘は８／９世紀、17世紀後半世界産銅量の２／３近代化
を支え1992操業停止。施設は保全・公開。
40 ダーヴェント渓谷の水車工場群 イギリス ii, iv 1783年クロムフォードで R・アークライトが稼動した紡績
工場（初の工場制機械工業）や運河・集合住宅等。
41 ソルティア イギリス ii, iv 19世紀初頭事業家 T・ソルトがブラッドフォード（毛織物
業）の北に建設した温情主義的理想産業集落。




ポルトガル iii, iv, v 登録範囲約250km2の、世界的に有名なポートワイン生産
地。ドウロ河口のポルトでワインに加工輸出。

















































































イギリス ii, iii, iv 銅錫採鉱（1700～1914）し新技術システムの先駆（ビー
ム・エンジンとエンジン・ハウス）で産業革命の一端を
担った地。
60 オマーン：アフラジ灌漑設備 オマーン v 地下水路利用の灌漑設備約3000うち５つが遺産登録（観測
塔・日時計・モスク等含）。起源は BC.2500頃。
61 ビスカヤ橋 スペイン i, ii イバイザバル川架橋の鉄製橋（1893完成：全長160m 水面
高45m：パラシオ設計）で初のワイヤー吊ゴンドラ運搬式。









64 ヴロツワフの百周年記念ホール ポーランド i, ii, iv 現代技術・建築の先駆的作品（1913年完成、M・ベルク設
計）多目的ホールは鉄筋コンクリート建築の記念碑。
65 2007 石見銀山遺跡とその文化的景観 日本 ii, iii, v 銀鉱山遺跡、街道、積出港と港町からなる（範囲4.42km2）
戦国～1923年閉山の土木・産業・歴史遺産。







68 ラヴォー地区の葡萄畑 スイス iii, iv, v 11世紀（カトリック修道会ベネディクト / シトー）から
1000年にわたって受継がれたワイン生産；レマン湖沿い文
化的景観。










71 スタリー・グラード平原 クロアチア ii, iii, v アドリア海フヴァル島にある、紀元前４世紀（古代ギリシ
ア）から2400年続く葡萄とオリーブ生産農業とその景観。












































































































イタリア iii, v バローロやバルバレスコ（ワインの銘柄）で知られるピエ
モンテ州南部の葡萄畑（農業）は素晴らしい文化的景観を
形成。












93 富岡製糸場と絹産業遺産群 日本 ii, iv 1872（明治５）年開業の官営工場。フランス製機械と生産
システムを導入し世界最高品質の生糸を大量生産して日本
の近代化・産業革命をリードした。



























































i, ii, vi 日本にある作品は東京上野の「国立西洋美術館」（建築）
（建築家 伊東豊雄「世界遺産 コルビュジエ建築の魅力」
日本経済新聞2016.07.30夕刊文化欄 参照）
















フランス i, iii, iv 紀元前19年頃から６世紀頃まで使用された。全長275m、
高さ49m で、50km の水路の一部。〈生活用水≠産業用水・
水利施設〉

























ベルギー i, ii, iv 備考不要〈新石器時代に‘産業’を規定することはできな
いと考える〉
（http://www. ベルギー世界遺産 .jp/pages/mons.html（2016.10.02. 検索））









































／2007年現在）の S-46は‘負の遺産’⑾として Fig. 7からは外し Fig. 8（番外）に置いている。













































章は TICCIH が作成、ICOMOS/UNESCO により認証された「産業遺産」に関する規定集である（ニジニー・
タジールはウラル（ロシア）にある地名）。‘産業遺産’‘産業考古学’の‘（対象となる）歴史的時期’を以下のように規定している：
（TICCIH の HP から／ http://ticcih.org/about/charter（2015.03.17検索））
1. Definition of industrial heritage
Industrial heritage consists of the remains of industrial culture which are of historical, technological, social, architectural or scien-
tific value. These remains consist of buildings and machinery, workshops, mills and factories, mines and sites for processing and 
refining, warehouses and stores, places where energy is generated, transmitted and used, transport and all its infrastructure, as 
well as places used for social activities related to industry such as housing, religious worship or education.
Industrial archaeology is an interdisciplinary method of studying all the evidence, material and immaterial, of documents, arte-
facts, stratigraphy and structures, human settlements and natural and urban landscapes, created for or by industrial processes. It 
makes use of those methods of investigation that are most suitable to increase understanding of the industrial past and present.
The historical period of principal interest extends forward from the beginning of the Industrial Revolution in the second half of the 
eighteenth century up to and including the present day, while also examining its earlier pre-industrial and proto-industrial roots. In 













⑹　Henry Cleere（1926～ ）：UCL（University College London）、ヘリテジ・マネジメント［考古～近現代］教授（現・名誉教授）、
跡見学園女子大学　観光コミュニティ学部紀要　第２号
─ 60 ─

















年 件 年 件 年 件 年 件
1978 12 12 1988 27 27 1998 30 30 2008 27
1979 45 45 1989 7  7 1999 50 48 2009 13
1980 29 28 1990 16 17 2000 64 61 2010 21
1981 24 27 1991 23 22 2001 35 31 2011 25
1982 22 24 1992 23 20 2002 10 9 2012 26
1983 29 29 1993 33 33 2003 26 24 2013 19
1984 23 23 1994 34 29 2004 34 2014 26
1985 30 30 1995 29 29 2005 24 2015 24
1986 30 31 1996 37 37 2006 18 2016 21
1987 39 41 1997 45 46 2007 22









オーストラリア 2004 王立展示館とカールトン庭園 （S-37）
オーストリア 1997 ハルシュタットとダッハシュタイン、ザルツカンマーグート （S-18）
1998 ゼメリング鉄道 （S-21）
ベルギー 1998 中央運河にかかる４機の水力式リフトとその周辺のラ・ルヴィエール及びル・ルー（エノー） （S-24）
2000 スピエンヌの新石器時代の火打石の鉱山発掘地（モンス） （S-29）
2005 プランタン・モレトゥスの家屋・工房・博物館複合体 （S-40）
ボリビア 1987 ポトシ市街 （S-8）
ボスニア・
ヘルツェゴビナ
2007 ヴィシェグラードのメフメト・パシャ・ソコロヴィッチ橋 （Fig.8 番外＊）
ブラジル 1980 古都オウロ・ブレト （S-3）
カナダ 2007 リドー運河 （S-47）
チリ 2005 ハンバーストーンとサンタ・ラウラ硝石工場群 （S-39）
2006 シーウェル鉱山都市 （S-44）
中国 2000 青城山と都江堰水利（灌漑）施設 （S-28）
キューバ 2000 キューバ南東部のコーヒー農園発祥地の景観 （S-27）
チェコ 1995 クトナー・ホラ：聖バルバラ教会とセドレツの聖母マリア大聖堂のある歴史都市 （S-23）






ドイツ 1992 ランメルスベルク鉱山と古都ゴスラー （S-10）
1994 フェルクリンゲン製鉄所 （S-14）
2001 エッセンのツォルフェライン炭鉱業遺産群 （S-34）






2010 ジャイプールにあるジャンタール・マンタール （Fig.8 番外＊）
イラン 2009 シューシュタルの歴史的水利施設 （Fig.7 73）
イタリア 1995 クレスピ・ダッダ （S-15）
イタリア／
スイス
2008 レーティシュ鉄道アルブラ線・ベルニナ線と周辺の景観 （Fig.7 70）
日本 2007 石見銀山遺跡とその文化的景観 （S-49）
メキシコ 1988 古都グアナフアトとその銀鉱群 （S-9）
1993 サカテカス歴史地区 （S-13）
2006 リュウゼツラン景観と古代テキーラ産業施設群 （S-45）
オランダ 1997 キンデルダイク・エルスハウトの風車群 （S-19）
1998 Ir. D. F. ヴァウダヘマール（D. F. ヴァウダ蒸気水揚げポンプ場） （S-22）
2010 アムステルダムのシンゲル運河内の17世紀の環状運河地区 （Fig.7 78）
ノルウェー 1980 レーロース鉱山都市 （S-2）
ポーランド 1978 ヴィエリチカ岩塩坑 （S-1）
スロバキア 1993 バンスカー・シュティアヴニツァ［記載は都市名のみ：種田］ （S-12）





スウェーデン 1993 エンゲルスベリの製鉄所 （S-11）
2001 ファールンの大銅山地域 （S-33）
2004 ヴァールベリ・ラジオ放送局 （S-38）
スイス 2009 ラ・ショウ・ド・フォン／ル・ロクル、時計製造の町 （Fig.7 74）







2009 ポントカサステ水路橋と水路 （Fig.7 75）
※（カッコ内）─“S：清水、Fig. 7／ Fig. 8 番外 No.：種田”を参照されたい。
⑽　出所等：基本的には以下の文献・サイトを参照した─
　「ICOMOS Technical and industrial heritage in the World Heritage List」（上記注⑼）
　「産業遺産」http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%A3%E6%A5%AD%E9%81%BA%E7%94%A3（2015.04.02検索：「ただし、元々国ご
とに何を産業遺産と見なすかは、その国の歴史的経緯などによっても左右される。世界遺産の物件についても、論者によって何を産
業遺産に含むかは異なる。」2/15ページ）［番外 Fig. 8で Wiki］
　「Ask.com の百科事典」各遺産の項目：http://jp.ask.com/wiki/ 以下略（2015.03.29+05.06検索：基本的に Wiki の記載を凝縮している。）
　（公社）日本ユネスコ協会連盟［編］『世界遺産 年報』2008（日経ナショナル ジオグラフィック社）～2016（講談社）の該当箇所（速
報性があり概略把握に有効である。）・
　「AllAbout 旅行 世界遺産」http://allabout.co.jp/gm/gt/563/（2016.09.10検索：「世界遺産コンテンツ一覧」─世界遺産ランキング、世
界遺産関連ニュース、ヨーロッパの世界遺産、アフリカ・オセアニアの世界遺産、中東の世界遺産、アジアの世界遺産、中国の世界
遺産、インドの世界遺産、アメリカの世界遺産、世界遺産とは、世界遺産豆知識、未来の世界遺産、世界遺産関連情報─の各サイト
は有用である。）
⑾　稲葉信子「「負の遺産」という言葉から考えること」（『世界遺産　年報2011』（社）日本ユネスコ協会連盟、2011, pp. 15-18）が示唆す
ることは深い。
⑿　登録基準の（iv）は「歴史上の重要な段階を物語る建築物、その集合体、科学技術の集合体、あるいは景観を代表する顕著な見本である。」
また（iv）は「文化的景観」の典拠の基準でもある。
⒀　梅棹忠夫『二十一世紀の人類像 民族問題をかんがえる』講談社学術文庫、1991年：
「文化というものは、人間精神のなかに組あげられた価値の体系である。そしてその体系は、集団ごとにちがっているものであり、
ひとつの集団のなかでは、それを構成する個人によって、おなじ体系が共有されているのである。したがって、文化を研究するとい
うことは、価値の体系の研究であり、ひとつの価値体系を共有する集団について、その固有の体系を研究することである。したがって、
日本文化の研究とは、日本民族が共有する価値の体系をあきらかにすることである。」（同書 p. 34）
⒁　シリアル・ノミネーションについては「コトバンク‘シリアル・ノミネーション’」：
https://kotobank.jp/word/%E3%82%B7%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%83%8E%E3%83%9F%E3%83%8
D%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3-1725993（2016.10.21検索）を参照。
　一つのテーマ（登録対象）について、複数の地域／国家に所在するものを一括（ストーリーにして）登録申請する場合を言う。「明治
日本の産業革命遺産」、「シルクロード」「ル・コルビュジエ（日本・国立西洋美術館）」などがリスト登録された。
